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1

馬
琴
の
読
本
『
月
氷
竒
縁
』、『
椿
説
弓
張
月
』、『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
板

本
の
巻
之
一
に
み
ら
れ
る
仮
名
字
体
に
つ
い
て
は
、
三
本
す
べ
て
に
共
通
し
て

出
現
す
る
字
体
の
用
法
に
関
す
る
報
告
を
既
に
行
っ
た

（
（
（

。
本
稿
で
は
、
読
本
三

本
の
う
ち
二
作
品
に
共
通
し
た
字
体
、
一
作
品
の
み
に
み
ら
れ
た
字
体
の
用
例

を
検
討
し
、
各
読
本
の
表
記
の
個
別
性
と
共
通
点
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

各
資
料
に
お
け
る
調
査
範
囲
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
復
讐

小
説
月
氷
竒
縁
』（
文
化
二
年

（
（
（

）
巻
之
一

八
丁
オ
～
廿
六
丁
オ

『
椿
説
弓
張
月

前
篇
』（
文
化
四
年
）
巻
之
一

七
ノ
下
ウ
～
三
十
一

丁
ウ

『
南
総
里
見
八
犬
伝

肇
輯
』（
文
化
十
一
年
）
巻
之
一

九
丁
オ
～
三

十
丁
ウ

（
（
（

こ
れ
ら
三
本
は
、
馬
琴
の
読
本
の
中
で
も
よ
く
売
れ
た
作
品
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
で
、
各
作
品
に
つ
い
て
、
馬
琴
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

�

○
月
氷
竒
縁
（『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
徳
田
武
校
注
、
岩
波
書
店
、

二
〇
一
四
年
）
Ｐ
212
）

享
和
三
年
、『
小
説
比ひ

翼よ
く

文も
ん

』
二
巻
〔
中ち

ゅ
う

本ほ
ん

な
り
。
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
〕、

又
『
曲
亭
伝
奇
花ば

な

釵か
ん

児ざ
し

』
二
巻
〔
同
上
。
浜
松
屋
幸こ

う

助す
け

板
也
〕
を
作
る
。

こ
の
年
又
大
坂
の
書し

ょ

賈こ

河か
わ

内ち

屋や

太た

助す
け

に
前
約
あ
れ
ば
、『
月げ

っ

氷ぴ
ょ
う

奇き

縁え
ん

』
五

巻
を
作
る
。
是こ

れ

曲
亭
が
半は

ん

紙し

形が
た

の
よ
み
本
を
綴
る
初
筆
也
〔
出し

ゅ
つ

像ぞ
う

浪な
に
わ

華

の
画
工
に
画え

が

か
し
む
。
画
工
の
名
を
知
ら
ず
〕。
こ
の
書
大イ

タ

く
時
好
に
称か

な

ひ
て
、
印
行
の
年
〔
文
化
元
年
〕
大
坂
并な

ら
び

に
江
戸
に
て
千
百
部
売
れ
た

り
と
い
ふ
。
是
よ
り
読よ

み

本ほ
ん

漸ぜ
ん

々ぜ
ん

に
流
行
し
て
、
竟つ

い

に
甚

は
な
は
だ

し
き
ま
で
に
至

れ
り
。

○
椿
説
弓
張
月
（
同
Ｐ
214
～
Ｐ
216
）

『
弓
張
月
』
世
評
尤
高
か
り
。（
中
略
）
大お

お

約よ
そ

文
化
年
中
馬
琴
の
戯ぎ

墨ぼ
く

、
毎ま

い

歳さ
い

臭く
さ

草ぞ
う

紙し

・
読
本
共
に
、
十
余よ

種し
ゅ

出し
ゅ
っ

板ぱ
ん

せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
そ
の
す
け

な
き
年
と
い
へ
ど
も
、
必

か
な
ら
ず

八
、
九
種
発
行
し
け
り
。
戯
作
者
あ
り
て
よ

り
依
頼
、
一ひ

と
り人

一い
っ

筆ぴ
つ

に
し
て
、
か
く
の
如
く
著ち

ょ

編へ
ん

の
年
々
に
多
か
る
は
前ぜ

ん

未み

聞も
ん

也
。
遠
方
の
看
官
は
こ
れ
を
疑
ひ
て
、
馬
琴
と
い
ふ
も
の
二
人
も
三

人
も
あ
る
歟か

と
い
へ
り
。『
弓
張
月
』
は
、
こ
の
ゝ
ち
編
を
続つ

ぐ
こ
と
都す

べ

て
五
次
、
そ
の
度た

び

毎ご
と

に
板は

ん

元も
と

の
利り

市し

三
倍
也
と
い
ふ
。
全
本
廿
九
巻
、
文

馬
琴
読
本
『
月
氷
竒
縁
』『
椿
説
弓
張
月
』『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

の
仮
名
字
体
の
特
徴

市

地

英
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化
七
年
に
至
り
て
結
局
団だ

ん

円え
ん

す
。
八
年
の
春
、
板
元
平
林
庄
五
郎
、
作
者

に
報む

く

ふ
に
、
潤
筆
の
外ほ

か

に
金
拾
両
を
以も

つ
て

す
。
且
北
斎
に
為た

め

朝と
も

の
像
を
画え

が

か
せ
、
曲
亭
に
賛さ

ん

を
乞
ふ
て
、
こ
れ
を
懸か

け

幅ふ
く

に
し
て
祭
れ
り
。
そ
の
贏え

い

余よ

多
き
を
も
て
徳
と
す
る
所
也
。

○
南
総
里
見
八
犬
伝
（
同
Ｐ
241
、
Ｐ
248
～
Ｐ
249
）

文
化
十
一
年
〔
甲き

の
え

戌い
ぬ

〕、『
南な

ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
っ

犬け
ん

伝で
ん

』
第
一
輯し

ゅ
う

五
巻
、『
朝あ

さ

夷い
な

巡し
ま

島め
ぐ

記り
き

』
初
編
五
巻
を
綴
る
。
こ
の
二
書
、
編
を
累か

さ
ぬ

る
に
及お

よ
び

て
大イ

タ

く
行

は
る
。

（
中
略
）

現げ
に

こ
の
『
八
犬
伝
』
は
流
行
未み

曽ぞ

有う

な
り
け
れ
ば
、
三
、
四
輯
ま
で
刊
行

の
比こ

ろ

よ
り
し
て
、
狂
歌
師
の
摺す

り

物も
の

に
も
多
く
こ
れ
を
模
擬
し
、
錦
絵
に
も

八
犬
士
の
綉し

ゅ
う

像ぞ
う

と
模も

刻こ
く

し
て
、
四
方
に
鬻ひ

さ

ぐ
ま
で
に
至
れ
り
。
こ
れ
ら

も
前
実
聞
と
い
ふ
べ
し
。

椿
説
弓
張
月
、
南
総
里
見
八
犬
伝
の
後
世
に
ま
で
聞
こ
え
た
人
気
ぶ
り
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
に
比
べ
名
が
知
ら
れ
て
い
な
い
月
氷
竒
縁
も
、
馬
琴
が

初
め
て
著
述
し
た
半
紙
本
の
読
本
に
し
て
当
時
の
人
気
作
で
あ
り
、
馬
琴
を
読

本
作
家
と
し
て
知
ら
し
め
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
後
期
読
本
隆
盛

の
き
っ
か
け
と
な
る
作
品
の
月
氷
竒
縁
、
世
間
に
高
く
評
価
さ
れ
大
流
行
し
た

椿
説
弓
張
月
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
馬
琴
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
的
長
編
作
品
の
南
総

里
見
八
犬
伝
の
初
輯
と
、
い
ず
れ
も
読
本
が
い
か
な
る
体
裁
で
あ
り
、
い
か
な

る
表
記
で
あ
る
べ
き
か
、
読
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
相
応
し
さ
が
目
指
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

合
巻
に
比
べ
、
読
本
に
は
字
体
の
種
類
が
多
い

（
（
（

の
で
あ
る
が
、
読
本
三
本
の

字
体
の
総
種
類
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
月
氷
竒
縁
106
、
弓
張
月
103
、
八
犬
伝

92
と
や
や
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
ま
た
、
読
本
三
本
に
共
通
し
た
字
体
だ
と
し
て

も
、
使
用
数
や
用
法
に
差
異
が
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た

（
（
（

。
各
本
に
よ
っ
て
使

用
の
あ
り
よ
う
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

江
戸
時
代
の
資
料
に
お
け
る
仮
名
字
体
の
研
究
の
多
く
は
、
語
の
特
定
の
位

置
に
使
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
字
体
使
用
の
傾
向
を
分
析
す
る
の
が
中
心
と
な
る
。

使
用
数
が
1
、
2
例
の
字
体
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
今
回
の

調
査
で
、
二
作
品
に
共
通
し
た
字
体
、
一
作
品
の
み
に
し
か
み
ら
れ
な
か
っ
た

字
体
は
、
先
行
研
究
で
は
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
字
体
と
一

致
す
る
。
こ
れ
ら
の
字
体
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
読
本
そ
れ
ぞ
れ
の

字
体
の
総
種
類
数
が
多
め
と
な
っ
て
い
る
。
使
用
割
合
の
多
い
字
体
の
傾
向
を

み
る
だ
け
で
は
な
く
、
僅
か
し
か
使
用
さ
れ
な
い
字
体
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
、
読
本
の
平
仮
名
と
そ
の
表
記
を
分
析
し
た
と

は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

2

ま
ず
、
二
作
品
に
共
通
す
る
字
体
と
、
一
作
品
の
み
に
み
ら
れ
た
字
体
の
種

類
と
、
そ
の
使
用
数
を
概
観
す
る
。
二
作
品
に
共
通
す
る
字
体
は
、
月
氷
竒
縁

と
弓
張
月
、
弓
張
月
と
八
犬
伝
、
月
氷
竒
縁
と
八
犬
伝
の
組
み
合
わ
せ
で
、
計

14
の
字
体
が
該
当
す
る
。

月
氷
・
弓
張
月

【
阿

（
（
（

】
【
可
2
】
【
川
2
】【
徒
】
【
登
】
【
に
】【
耳
1
】
【
累
】



─ 127 ─

成蹊國文 第四十九号 （2016）

弓
張
月
・
八
犬
伝

【
し
2
】
【
ほ
】
【
流
1
】

月
氷
・
八
犬
伝

【
乃
】
【
満
1
】
【
み
】

こ
の
う
ち
、【
し
1
】【
川
2
】【
徒
】【
満
1
】
は
庶
民
的
な
本
に
お
い
て
も
使

用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
字
体
で
あ
る

（
（
（

。

一
作
品
の
み
に
み
ら
れ
た
字
体
は
計
22
、
具
体
的
に
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

月
氷
竒
縁

【
お
2
】【
於
】
【
佐
】
【
須
2
】
【
世
】
【
堂
】
【
亭
】
【
那
】

【
耳
2
】
【
能
2
】
【
盤
2
】
【
遍
】

弓
張
月

【
希
】
【
す
】
【
せ
2
】
【
津
】
【
奈
3
】
【
丹
】
【
路
】

八
犬
伝

【
祢
】
【
は
】
【
流
2
】

【
於
】【
須
2
】【
世
】【
能
2
】【
盤
2
】【
奈
3
】【
丹
】【
祢
】
は
漢
字
に
近

い
字
体
で
あ
る
。【
す
】【
せ
2
】【
丹
】
以
外
は
、
三
作
品
に
共
通
し
た
字
体

よ
り
、
比
較
的
大
き
な
字
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
黄
表
紙
や
合
巻
ほ
か
多
く
の

資
料
に
み
ら
れ
る
【
す
】
や
、
作
品
に
よ
っ
て
は
主
体
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
【
せ
2
】（

（
（

が
含
ま
れ
て
い
る
。

表
1
に
複
数
の
種
類
の
あ
る
字
体
の
使
用
数
と
、
使
用
割
合
を
示
し
た
。
二

作
品
に
共
通
す
る
字
体
と
、
一
作
品
の
み
に
み
ら
れ
た
字
体
に
は
、
○
を
付
け

て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
二
作
品
に
共
通
す
る
字
体
と
一
作
品
の
み
に
み
ら

れ
る
字
体
36
の
う
ち
35
は
読
本
三
本
に
共
通
す
る
字
体
の
使
用
割
合
に
対
し
、

少
な
め
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
5
％
未
満
の
使
用
率
の
稀
少
字
体
と
い
う
べ
き
字

体
が
22
も
あ
る
。
例
え
ば
〈
ア
〉
を
み
る
と
、
三
作
品
と
も
【
あ
】
を
90
％
以

上
使
用
し
、【
阿
】
は
月
氷
竒
縁
0
・
87
％
、
弓
張
月
8
・
49
％
と
使
用
数
が

少
な
い
。【
あ
】
は
主
体
的
、【
阿
】
は
補
助
的
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
二

作
品
に
共
通
す
る
字
体
、
一
作
品
の
み
に
み
ら
れ
る
字
体
は
、
ほ
ぼ
補
助
的
な

字
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
月
氷
竒
縁
に
お
い
て
〈
オ
〉
の
仮
名

は
【
お
1
】
と
は
書
形（

９
）の

異
な
る
【
お
2
】
が
最
も
使
用
さ
れ
、
数
量
の
上
で

主
体
的
で
あ
る
。

ま
た
、〈
オ
〉〈
ケ
〉〈
シ
〉〈
ツ
〉〈
ナ
〉〈
ニ
〉〈
ネ
〉〈
ノ
〉〈
ホ
〉〈
マ
〉

〈
ル
〉
の
字
体
の
使
用
割
合
は
、
作
品
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
二
作

品
に
共
通
し
て
み
ら
れ
た
字
体
の
う
ち
【
阿
】【
可
2
】【
し
2
】【
徒
】【
登
】

【
に
】【
乃
】【
流
1
】
は
、
作
品
ご
と
に
使
用
割
合
が
や
や
異
な
る
。
一
作
品

の
み
に
み
ら
れ
た
字
体
の
う
ち
、
月
氷
竒
縁
の
【
堂
】【
遍
】、
弓
張
月
の

【
丹
】【
路
】
は
、
使
用
割
合
が
10
％
以
上
あ
り
、
そ
の
本
に
お
い
て
し
ば
し
ば

発
現
す
る
字
体
で
あ
る
。
特
に
月
氷
竒
縁
の
〈
タ
〉
は
、【
堂
】
が
使
用
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、【
多
】
と
【
た
】
の
使
用
割
合
が
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。
他
の
二

作
品
で
は
、【
多
】
が
95
％
以
上
、【
た
】
が
5
％
未
満
で
、【
多
】
が
主
体
的
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表１ 字体の種類とその割合
仮名 字体 月氷 弓張月 八犬伝

ア
あ 113 99.12% 97 91.50% 90 100.00%

○阿 1 0.87% 9 8.49% 0 0.00%

オ

お 1 17 34.00% 47 100.00% 32 100.00%

○お 2 32 64.00% 0 0.00% 0 0.00%

○於 1 2.00% 0 0.00% 0 0.00%

カ

可 1 155 87.57% 297 86.58% 245 86.57%

か 21 11.86% 35 10.20% 38 13.42%

○可 2 1 0.56% 11 3.20% 0 0.00%

ケ

介 13 30.95% 52 66.66% 28 30.76%

け 29 69.04% 20 25.64% 63 69.23%

○希 0 0.00% 6 7.69% 0 0.00%

サ
さ 28 96.55% 89 100.00% 104 100.00%

○佐 1 3.44% 0 0.00% 0 0.00%

シ

し 1 238 84.09% 344 80.37% 298 77.80%

志 45 15.90% 50 11.68% 30 7.83%

○し 2 0 0.00% 34 7.94% 55 14.36%

ス

春 106 74.12% 149 86.12% 128 74.41%

須 1 35 22.37% 15 8.67% 44 25.58%

○須 2 2 1.39% 0 0.00% 0 0.00%

○す 0 0.00% 9 5.20% 0 0.00%

セ

せ 1 28 96.55% 62 93.93% 92 100.00%

○せ 2 0 0.00% 4 6.06% 0 0.00%

○世 1 3.44% 0 0.00% 0 0.00%

タ

多 48 42.85% 133 99.25% 117 95.12%

た 46 41.07% 1 0.74% 6 4.87%

○堂 18 16.07% 0 0.00% 0 0.00%

ツ

つ 20 39.21% 77 81.91% 35 54.68%

川 1 19 37.25% 3 3.19% 29 45.31%

○川 2 3 5.88% 6 6.38% 0 0.00%

○徒 9 17.64% 7 7.44% 0 0.00%

○津 0 0.00% 1 1.06% 0 0.00%

テ

天 177 59.59% 350 85.36% 288 76.59%

て 115 38.72% 60 14.63% 88 23.40%

○亭 5 1.68% 0 0.00% 0 0.00%

ト

と 1 157 64.60% 300 84.26% 318 93.25%

と 2 79 32.51% 0 0.00% 0 0.00%

と 3 0 0.00% 55 15.44% 23 6.74%

○登 7 2.88% 1 0.28% 0 0.00%

ナ

奈 1 134 84.81% 21 10.14% 209 96.75%

な 21 13.29% 83 40.09% 7 3.24%

奈 2 0 0.00% 101 48.79% 0 0.00%

○奈 3 0 0.00% 2 0.96% 0 0.00%

○那 3 1.89% 0 0.00% 0 0.00%

仮名 字体 月氷 弓張月 八犬伝

ニ

尓 1 39 11.71% 315 66.73% 301 57.11%

尓 2 274 82.28% 94 19.91% 226 42.88%

○に 16 4.80% 1 0.21% 0 0.00%

○丹 0 0.00% 61 12.92% 0 0.00%

○耳 1 1 0.30% 1 0.21% 0 0.00%

○耳 2 3 0.90% 0 0.00% 0 0.00%

ネ

年 1 12.50% 1 14.28% 6 46.15%

ね 7 87.50% 6 85.71% 2 15.38%

○祢 0 0.00% 0 0.00% 5 38.46%

ノ

の 287 83.67% 505 97.30% 362 96.02%

能 1 54 15.74% 14 2.69% 4 1.06%

○乃 1 0.29% 0 0.00% 11 2.91%

○能 2 1 0.29% 0 0.00% 0 0.00%

ハ

八 167 75.90% 347 87.84% 357 90.60%

者 36 16.36% 35 8.86% 28 7.10%

盤 1 16 7.27% 13 3.29% 8 2.03%

○盤 2 1 0.45% 0 0.00% 0 0.00%

○は 0 0.00% 0 0.00% 1 0.25%

ヘ
へ 72 84.70% 180 100.00% 69 100.00%

○遍 13 15.29% 0 0.00% 0 0.00%

ホ

保 16 84.21% 32 74.41% 12 50.00%

本 3 15.78% 6 13.95% 8 33.33%

○ほ 0 0.00% 5 11.62% 4 16.66%

マ

ま 30 60.00% 2 2.27% 6 8.95%

末 8 16.00% 74 84.09% 59 88.05%

満 2 11 22.00% 4 4.54% 1 1.49%

○満 1 1 2.00% 0 0.00% 1 1.49%

ミ
三 26 92.85% 51 100.00% 40 90.90%

○み 2 7.14% 0 0.00% 4 9.09%

ル

る 2 71 56.80% 168 72.72% 161 68.22%

る 1 38 30.40% 58 25.10% 58 24.57%

類 14 11.20% 1 0.43% 2 0.84%

○累 2 1.60% 2 0.86% 0 0.00%

○流 1 0 0.00% 2 0.86% 12 5.08%

○流 2 0 0.00% 0 0.00% 3 1.27%

ロ
ろ 44 100.00% 23 71.87% 19 100.00%

○路 0 0.00% 9 28.12% 0 0.00%





─ 130 ─

市地英 馬琴読本『月氷竒縁』『椿説弓張月』『南総里見八犬伝』の仮名字体の特徴

立
が
た
し
1

見
わ
た
し
1

助
動
詞
─
し
か
ば
12

じ
1

助
詞
─
し
18

か
し
1

【
し
2
】
の
使
用
箇
所
は
語
中
末
・
付
属
語
で
、【
し
1
】
に
準
じ
る
。【
し

1
】
で
主
に
書
か
れ
、
時
折
【
し
2
】
が
使
用
さ
れ
る
。

弓
張
月
の
用
例
の
う
ち
9
例
は
行
末
で
あ
り
、
行
末
の
〈
シ
〉
は
必
ず
【
し

2
】
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

①

九
丁
オ
（
L3
）�

讀よ
む

よ
【
し
2
】
｜

②

十
二
丁
オ
（
L5
～
L6
）�

感か
ん

【
し
2
】
｜
あ
へ
り

③

二
十
丁
オ
（
L10
）�

業わ
ざ

を
な
【
し
2
】
｜

④

廿
五
丁
オ
（
L8
）�

な
【
し
2
】
｜

⑤

廿
六
丁
オ
（
L11
）�

し
ば
【
し
2
】
｜

⑥

廿
七
丁
ウ
（
L5
）�

も
【
し
2
】
｜

⑦

廿
九
丁
ウ
（
L3
）�

お
ぼ
し
か
へ
【
し
2
】
｜

⑧

三
十
丁
ウ
（
L3
）�

お
ぼ
【
し
2
】。
｜

⑨

三
十
一
丁
オ
（
L10
）�

幾い
く
か日

も
あ
ら
ず
【
し
2
】
｜
て

【
し
2
】
は
直
線
的
に
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
【
し
1
】
よ
り
、
結
果
的
に
ス
ペ
ー

ス
を
と
ら
ず
に
済
む
。
一
語
を
同
一
行
に
収
め
る
た
め
に
、【
し
2
】
を
用
い

て
行
末
に
押
し
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（
（（
（

。
用
例
の
う
ち
、
③
、
⑤
～
⑨
は
行

末
ま
で
に
一
語
を
収
め
る
た
め
【
し
2
】
が
用
い
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か

し
、
弓
張
月
の
①
、
②
、
④
は
、
行
末
に
【
し
1
】
一
文
字
分
を
書
き
入
れ
ら

れ
る
充
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
に
関
わ
ら
ず
、【
し
2
】
を
書
き
入
れ
て
い

る
。
ス
ペ
ー
ス
を
省
略
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
行
末
に
は

【
し
2
】
を
用
い
よ
う
と
い
う
意
図
が
み
ら
れ
る
。
八
犬
伝
で
は
、
行
末
の

〈
シ
〉
は
9
例
中
8
例
が
【
し
1
】、
僅
か
1
例
の
み
【
し
2
】
が
使
用
さ
れ
て

い
る
（
廿
九
丁
オ
L7
）。
こ
れ
は
、
ス
ペ
ー
ス
を
省
略
す
る
た
め
書
き
入
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
っ
た
。
行
末
の
処
理
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
こ
と
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「
お
も
ふ
」
の
「
お
」
の
み
を
残
し
て
改
行
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
「
お
も

ふ
」
の
類
14
例
は
さ
き
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
す
べ
て
【
お
2
】
で
あ
り
、
下
に

続
く
【
毛
1
】
と
連
綿
さ
れ
る
形
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
連
綿
が
途
切
れ
た
こ

と
か
ら
、
通
用
の
字
体
と
は
異
な
る
字
体
に
し
た
と
み
ら
れ
る
。

〈
サ
〉
の
【
佐
】
の
用
例
は
僅
か
1
例
、
怨
霊
と
な
っ
た
腰
元
さ
ざ
浪
の

「
さ
ら
ば
縛

い
ま
し
め

を
觧と

く

べ
し
」
と
い
う
台
詞
の
冒
頭
に
使
用
さ
れ
て
い
た

（
（（
（

。

廿
五
丁
ウ
（
L1
）
｜
【
佐
】
ら
は

〈
ス
〉
の
【
須
2
】
は
漢
字
に
近
い
形
を
し
て
い
る
。
僅
か
2
例
し
か
み
ら

れ
な
か
っ
た

（
（（
（

。

十
五
丁
オ
（
L1
）
た
の
し
ま
【
須
2
】。
｜

廿
六
丁
（
L4
）
お
も
は
【
須
2
】
｜

行
末
の
た
め
、
用
い
ら
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
セ
〉
の
【
世
】
は
漢
字
の
近
い
書
形
の
字
体
で
あ
る

（
（（
（

。 

十
二
丁
ウ
（
L11
）
引ひ

き

出い
だ

【
世
】
り

「
せ
り
」
は
、
右
の
ほ
か
に
「
せ
り
」
2
例
「
も
て
せ
り
」「
寓ぐ

う
き
ょ居

せ
り
」
の
4

例
が
現
行
仮
名
字
体
に
近
い
【
せ
1
】
で
書
か
れ
て
い
る
。

〈
タ
〉
の
字
体
三
種
類
つ
い
て
は
、
月
氷
竒
縁
に
の
み
、
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

他
の
二
作
品
は
、【
多
】
は
95
％
以
上
で
あ
り
、【
た
】
は
僅
か
で
あ
る
。
し
か

し
、
月
氷
竒
縁
で
は
、【
多
】
42
・
85
％
、【
た
】
41
・
07
％
、【
堂
】
16
・

07
％
と
、【
多
】【
た
】
は
ほ
ぼ
同
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
上
に
【
堂
】
が
し
ば

し
ば
文
章
中
に
み
ら
れ
る
。
三
つ
の
字
体
の
位
置
を
表
2
に
示
す
。【
た
】
は

自
立
語
語
頭
、
付
属
語
語
頭
に
偏
っ
て
お
り
、【
多
】【
堂
】
は
自
立
語
語
頭
・

語
中
、
付
属
語
語
頭
に
多
い
と
分
か
る
。

月
氷
竒
縁
の
み
に
み
ら
れ
た
【
堂
】（

（（
（

の
用
例
を
み
て
み
よ
う
。

【
堂
】

語
頭
─
た
し
み
1

準
語
頭
─
一
た
び
1

語
中
─�

い
た
り
4

い
た
る
1

い
た
れ
ば
1

い
た
ゞ
き
1

う
た
が
ひ

1

み
た
ず
1

み
だ
れ
て
1

ふ
た
ゝ
び
1

の
た
ま
ふ
1

助
動
詞
─
た
り
2

た
る
2

右
の
用
例
の
中
で
、〈
イ
〉
か
ら
【
堂
】
に
続
く
語
は
、
す
べ
て
漢
字
に
近

い
【
以
】
か
ら
連
綿
し
て
い
る
。
ま
た
、
助

動
詞
「
た
る
」
は
必
ず
【
類
】
の
字
体
と
連

綿
し
て
い
る
。
通
用
さ
れ
る
【
い
】
や
【
る

1
】【
る
2
】
に
比
し
て
、
複
雑
な
字
体
と

組
み
合
わ
さ
れ
て
使
用
さ
れ
る
。
表
3
は
助

動
詞
タ
リ
の
「
た
り
」「
た
る
」（
こ
の
二
つ
の

表２ 〈タ〉の字体使用分布

付属語 語末 語中 準語頭 語頭

11 7 27 0 3 多
［48］

月氷竒縁24 0 1 1 20 た
［46］

4 0 12 1 1 堂
［18］

表３ 助動詞タリに用いられた字体
【
た
】

【
多
】

【
堂
】

たり 16 6 2
たる 6 2 2
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活
用
形
の
み
が
み
ら
れ
た
）
に
使
用
さ
れ
た
字
体
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
た
り
」

「
た
る
」
は
、【
た
】【
多
】
が
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
三
つ
の
字
体
の
割
合
が
あ
る
程
度
み
ら
れ
る

の
は
、
語
に
様
々
な
表
記
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（
（（
（

。
月
氷
竒
縁
で
は

〈
タ
〉
の
三
字
体
を
使
用
し
て
変
化
を
つ
け
た
と
み
ら
れ
る
。

〈
テ
〉
の
【
亭

（
（（
（

】
は
僅
か
5
例
、
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

十
丁
ウ
（
L4
）

釣つ
り

し
【
亭
】
｜

十
八
丁
ウ

（
L1
）�

夫そ
れ

剣つ
る
ぎ

は
陽よ

う

物ぶ
つ

に
し
【
て
】
威ゐ

あ
る
も
の
な
り
。
鬼き

は
陰い

ん

に
し
【
天
】

形か
た
ち

な
き

（
L2
）�

も
の
な
り
形か

た
ち

な
き
も
の
を
も
て
威ゐ

あ
る
も
の
に
遇あ

ふ

是こ
の

故ゆ
ゑ

に
そ
の

妖
あ
や
し
み

を
銷し

ょ
う

鑠れ
き

（
L3
）�

し
て
勝か

つ

こ
と
あ
た
は
ざ
ら
し
む
故ゆ

ゑ

に
鬼き

は
剣つ

る
ぎ

を
畏お

そ

る
。
鏡か

ゞ
み

も
亦ま

た

陽よ
う

物ぶ
つ

に
し
【
天
】

（
L4
）�

至し

明め
い

な
る
も
の
な
り
。
精せ

い

は
亦ま

た

陰い
ん

物ぶ
つ

に
し
【
亭
】
偽ぎ

変へ
ん

な
る
も
の
な

り
。
偽ぎ

を
以

も
つ
て

（
L5
）�

至し

明め
い

に
當あ

た

る
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
そ
の
形か

た
ち

を
暴ぼ

う

著ち
ょ

し
て
逃の

が

る
ゝ
こ
と
能あ

た

ざ

ら
し
む

（
L6
）�

ゆ
ゑ
に
精せ

い

は
鏡か

ゞ
み

を
畏お

そ

る
。
む
か
し
抱ほ

う

朴は
く

子し

そ
の
畧り

や
く

を
い
へ
り
。
看み

に
後の

ち

三
日

（
L7
）�

に
し
【
亭
】
哭な

げ
き

あ
り
。
百
日
に
し
【
天
】
二
物も

つ

を
う
し
な
ひ
。
廿
五

年ね
ん

を
経
て
禍

（
L8
）�

は
じ
め
て
消

け
し
ょ
う

除ぢ
ょ

し
。
又ま

た

一い
ち

年ね
ん

に
し
【
天
】
大
に
福

さ
い
は
ひ

あ
ら
ん
。

二
十
丁
オ
（
L6
）
｜
疑ぎ

し
【
亭
】

二
十
丁
ウ
（
L9
）
｜
あ
り
と
【
亭
】

十
八
丁
ウ
に
は
「
陽
物
」「
陰
物
」、「
三
日
」「
百
日
」「
一
年
」
と
い
っ
た

反
対
語
や
類
似
の
語
が
「
に
し
て
」
で
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
、【
て
】【
天
】

【
亭
】
を
使
用
し
、
同
字
体
の
反
復
を
避
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
と
の
3
例

の
使
用
理
由
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
行
末
あ
る
い
は
行
頭
に
近
い
と
い

う
点
が
指
摘
で
き
る
。

〈
ナ
〉
の
【
那
】
の
用
例
を
語
別
に
示
す
。
該
当
語
に
【
奈
1
】
が
使
用
さ

れ
て
い
る
場
合
も
合
わ
せ
て
示
し
て
お
く
。

は
な
は
だ

延
べ
数
3

十
五
丁
ウ
（
L7
）
は
【
奈
1
】
は
だ

十
七
丁
オ
（
L5
）
は
【
奈
1
】
は
だ
し

廿
二
丁
ウ
（
L1
）
は
【
那
】
は
だ

む
な
し
く

延
べ
数
2

十
九
丁
オ
（
L10
）
む
【
那
】
し
く

二
十
丁
オ
（
L4
）
む
【
奈
1
】
し
く

す
な
は
ち

延
べ
数
6

九
丁
オ
（
L10
）

す
【
奈
1
】
は
ち

十
一
丁
オ
（
L10
）

す
【
奈
1
】
は
ち

十
七
丁
ウ
（
L11
）

す
【
奈
1
】
は
ち

十
八
丁
オ
（
L8
）

す
【
奈
1
】
は
ち

廿
四
丁
ウ
（
L6
）

す
【
奈
1
】
は
ち

廿
五
丁
（
L4
～
5
）
す
【
那
】
｜
は
ち
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「
は
な
は
だ
」「
む
な
し
く
」
は
数
が
2
～
3
例
と
少
な
い
の
で
、
変
化
を
つ

け
る
た
め
使
用
さ
れ
た
か
と
推
測
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。「
す
な
は
ち
」

は
、
6
例
中
5
例
は
【
奈
1
】
で
あ
り
【
那
】
の
1
例
の
み
直
後
で
改
行
さ
れ

て
い
る
。
1
例
の
み
な
の
で
確
か
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
語
の
途
中
で
あ
る

こ
と
を
注
意
す
る
た
め
に
特
別
な
字
体
を
用
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

〈
ノ
〉
で
は
【
能
1
】
よ
り
も
漢
字
の
形
を
残
し
て
い
る
【
能
2
】
が
使
用

さ
れ
て
い
た
。
使
用
箇
所
は
語
頭
で
、「
の
た
ま
ふ
」
に
用
い
ら
れ
る
。「
の
た

ま
ふ
」
の
用
例
を
、【
の
】
で
書
か
れ
た
も
の
と
示
す
。

九
丁
オ

（
L1
）【
の
】【
多
1
】【
満
2
】
は
く

（
L6
）【
の
】【
堂
】【
末
1
】
ふ

十
一
丁
オ
（
L5
）【
能
2
】【
多
1
】【
末
1
】
は
く

【
能
2
】
を
た
だ
1
例
使
用
し
た
の
は
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
3
例
の

「
の
た
ま
ふ
」
の
字
体
の
組
み
合
わ
せ
は
す
べ
て
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

〈
ハ
〉
の
【
盤
2
】
は
漢
字
の
形
に
よ
り
近
く
、【
盤
1
】
よ
り
更
に
画
数
が

多
い
字
体
で
あ
る
。
月
氷
竒
縁
に
た
だ
1
例
、
行
末
の
助
詞
「
は
」
に
使
用
さ

れ
る
。

十
八
丁
オ
（
L3
）
こ
ひ
ね
が
は
く
【
盤
2
】
｜

行
末
に
み
ら
れ
る
【
八
】（
6
例
）、【
盤
1
】（
2
例
）
に
対
し
、【
盤
2
】
は

縦
長
で
あ
る
の
で
、
や
は
り
、
ス
ペ
ー
ス
が
関
係
あ
る
か
と
み
ら
れ
る
。

〈
ヘ
〉
の
【
遍
】
は
助
動
詞
「
べ
し
」「
べ
き
」「
べ
み
」
に
の
み
使
用
さ
れ

て
い
た
。「
べ
し
」「
べ
き
」
は
【
へ
】
で
も
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
用
例
数

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
へ
】
べ
し
11

べ
き
2

べ
か
ら
ず
4

べ
か
り
1

給
へ
10

等
32
例

【
遍
】
べ
し
7

べ
き
5

べ
み
1

助
動
詞
「
べ
し
」
の
活
用
形
「
べ
か
り
」「
べ
か
ら
」
や
、
左
に
は
挙
げ
て

い
な
い
が
「
い
へ
ど
も
」（
8
例
）「
か
へ
す
」（
1
例
）
の
語
や
、
三
文
字
以
上
の

語
は
、
す
べ
て
【
へ
】
で
書
か
れ
る
。
平
た
い
【
へ
】
に
比
し
て
【
遍
】
は
画

数
が
多
く
、
大
き
め
な
字
体
で
あ
る
。
特
定
の
語
に
混
ぜ
て
、
視
覚
的
効
果
を

狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

6
─
2

弓
張
月
の
み
に
み
ら
れ
た
字
体
は
、
六
種
類
あ
っ
た
。

〈
ケ
〉
の
【
希
】
は
大
き
め
な
字
体
で
あ
る
。
概
ね
【
介
】
の
約
一
．
五
倍

ほ
ど
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。〈
ケ
〉
の
三
つ
の
字
体
【
希
】【
介
】【
け
】
の
自

立
語
の
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
介
】

語
頭
─
け
ふ
3

語
中
─
な
け
れ
4

ち
か
け
れ
1

深ふ
か

け
れ
1

有
が
た
け
れ
1

【
け
】

語
頭
─
け
ふ
2

語
中
─
か
け
て
2

か
け
ず
1

し
げ
き
1

つ
け
て
1

う
け
引
て
1

語
末
─
名な

づ
け
2

退し
り
ぞ

け
2

防ふ
せ

げ
1

似に

げ
1

急い
そ

げ
1

あ
け
1

【
希
】

語
中
─
く
つ
ろ
げ
て
1

こ
の
【
希
】
の
「
く
つ
ろ
げ
て
」（
廿
五
丁
L3
）
の
1
例
で
は
〈
ツ
〉
に
漢
字

に
近
い
字
体
の
【
川
2
】
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
複
雑
な
字
体
が
二
字
入
っ
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て
い
る
。

表
4
に
示
し
た
通
り
、「
け
り
」

「
け
ん
」「
べ
け
れ
」
と
助
動
詞
の

〈
ケ
〉
の
多
く
が
【
介
】
で
書
か
れ

て
い
る
が
、「
け
り
」
1
例
、「
け

る
」
4
例
が
【
希
】
で
書
か
れ
て
い

る
。
大
き
め
な
字
体
を
用
い
、
時
折

変
化
を
つ
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
ス
〉
の
【
す
】
は
、
近
世
の
本

に
は
よ
く
み
ら
れ
る
字
体
だ
が
、
今

と
も
に
み
る
。

【
春
】〔
149
〕

語
頭
─�

す
る
5

す
ゝ
め
2

す
ゝ
み
2

す
は
2

す
べ
て
1

等
16
例

準
語
頭
─
脱ぬ

ぎ

す
て
ゝ
1

一
ト

す
じ
1

語
中
─�

ま
ゐ
ら
す
れ
3

ま
ゐ
ら
す
る
2

仰お
ふ

す
る
1

見
す

る
1

ま
す
〳
〵
1

等
25
例

語
末
─�

給
は
ず
6

怕お
そ

れ
ず
2
（
打
消
「
ず
」
75
例
）

ま
ゐ
ら
す

1

等
105
例

【
須
1
】〔
15
〕

語
中
─
ま
す
〳
〵
2

回
の
調
査
で
は
弓
張
月
に
の
み
使
用

さ
れ
て
い
た
。
三
本
に
共
通
し
て
み

ら
れ
た
【
春
】【
須
1
】
の
用
例
と

語
末
─�

べ
か
ら
ず
1

せ
ず
1
（
打
消
「
ず
」
6
例
）

お
は
し
ま
す
2

か
な

ら
ず
2

等
13
例

【
す
】〔
9
〕

語
頭
─
す
る
4

す
1

語
中
─
さ
す
ら
は
ず
1

寇あ
だ

す
る
1

震ふ
る
は

す
る
1

語
末
─
放は

な

さ
ず
1

誇ほ
こ

ら
ず
1

【
す
】
は
自
立
語
の
ど
こ
に
で
も
使
用
さ
れ
、
汎
用
性
が
高
い
が
、
使
用
数

は
最
も
少
な
い
。
用
例
を
み
て
み
る
と
、「
さ
す
ら
は
ず
」
は
、

廿
二
丁
ウ
（
L5
）
さ
【
す
】
ら
は
【
春
】

〈
ス
〉
が
二
度
出
て
く
る
と
き
に
字
体
を
変
え
る
た
め
に
使
用
さ
れ
、

十
七
丁
オ

（
L3
）�

智ち

【
あ
】
る
も
の
は
爭あ

ら
そ

は
【
春
】。
能の

う

【
阿
】
る
も
の
は
誇ほ

こ

ら
【
す
】

対
句
で
助
動
詞
「
ず
」
が
同
じ
字
体
に
な
る
の
を
避
け
て
お
り
、
変
化
を
つ
け

る
用
法
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、「
す
る
」
が
行
末
に
あ
る
2
例
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
省
略
の
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。

廿
二
丁
ウ
（
L2
）
家い

へ

と
す
る
｜

廿
七
丁
ウ
（
L2
）
震ふ

る
は

す
る
｜

【
す
】
は
最
終
画
で
左
に
は
ら
う
た
め
、【
る
2
】
と
連
綿
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ス
ペ
ー
ス
を
省
略
で
き
る
。【
春
】
の
場
合
、
最
終
画
で
右
側
に
は
ら
う
の

で
、【
す
】
の
よ
う
に
【
る
2
】
と
密
着
し
て
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
や
や

狭
く
な
っ
た
行
末
の
ス
ペ
ー
ス
に
、【
す
】
で
書
か
れ
た
「
す
る
」
を
用
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
巻
之
一
で
は
右
の
2
例
の
み
だ
が
、
巻
之
三
の
十
八
丁
オ
L1

表４ 〈ケ〉の助動詞

べ
け
れ

け
め

け
ん

け
れ

け
る

け
り

     

字
体

用
例

1 0 5 8 19 9 介
［46/52］

弓
張
月

0 1 0 0 1 0 け
［2/20］

0 0 0 0 4 1 希
［5/6］
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に
「
御ご

覧ら
ん

ず
る
」
が
行
末
に
書
か
れ
、
や
は
り
連
綿
で
ス
ペ
ー
ス
を
省
略
し
た

形
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

〈
セ
〉
の
【
せ
2
】
は
カ
タ
カ
ナ
の
「
セ
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
を
し
た
字

体
で
あ
る
。
現
行
仮
名
字
体
に
近
い
【
せ
1
】
が
使
用
さ
れ
る
中
で
、
僅
か
4

例
、
使
用
さ
れ
て
い
る
。

【
せ
1
】〔
62
〕

語
頭
─�

せ
ず
3

せ
り
2

せ
ん
2

せ
じ
1

せ
ざ
り
1

せ
ら
る
1

せ
ん
｛
す
べ
な
く
｝
1

語
中
─�

申
せ
し
1

落お
と

せ
し
1

ま
ゐ
ら
せ
給
ふ
1

労ら
う

せ
ず
し
て
1

お

は
せ
し
1

等
31
例

語
末
─�

ま
ゐ
ら
せ
7

合あ
は

せ
1

申
せ
1

搦か
ら
め

取と
ら

せ
1

縫ぬ
い
と
め留

さ
せ
1

殺こ
ろ

さ
せ
1

等
20
例

【
せ
2
】〔
4
〕

七
ノ
下
丁
ウ
（
L8
） 

載の

【
せ
2
】
て
｜

十
丁
ウ
（
L8
）
問と

は

【
せ
2
】
給
ふ

十
一
丁
（
L3
）
お
り
居ゐ

｜
さ
【
せ
2
】
給
ふ

十
二
丁
（
L6
）
欲ほ

り

【
せ
2
】
ば

【
せ
2
】
は
【
せ
1
】
よ
り
小
さ
め
に
書
か
れ
る
の
で
、
そ
の
点
を
生
か
し
た

用
法
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
確
定
は
し
に
く
い
。

〈
ツ
〉
に
は
【
津
】
が
僅
か
1
例
み
ら
れ
た

（
（（
（

。

廿
五
丁
ウ
（
L8
）
嚼か

み

【
津
】
き
【
川
2
】
蟒う

は

｜
蛇ば

み

こ
の
箇
所
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
漢
字
に
近
い
書
形
の

【
川
2
】
や
画
数
の
多
い
漢
字
が
近
接
し
て
み
ら
れ
た
。

〈
ナ
〉
の
【
奈
3
】
は
僅
か
2
例
で
あ
る
。

十
二
丁
オ
（
L1
）
夜よ

【
奈
3
】
〳
〵

十
四
丁
オ
（
L7
）
【
奈
3
】
ほ

「
な
ほ
」
は
延
べ
14
例
み
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、
使
用
数
が
最
も
多
い
【
奈

2
】
で
書
か
れ
る
例
は
12
例
、【
な
】
で
書
か
れ
た
も
の
は
1
例
み
ら
れ
る
。

頻
出
語
に
変
化
を
つ
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
夜
な
〳
〵
」
は
、
上
が
漢

字
で
あ
る
こ
と
と
、【
奈
3
】
が
漢
字
に
近
い
書
形
で
あ
る
こ
と
が
関
係
あ
る

か
と
推
測
さ
れ
る
。

〈
ロ
〉
の
【
路
】
に
つ
い
て
、【
ろ
】
と
共
に
使
用
語
を
示
す
。

【
ろ
】〔
23
〕

語
中
─�

よ
ろ
こ
び
1

よ
ろ
こ
び
て
1

お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
1

よ
ろ
づ

1

こ
ゝ
ろ
み
1

こ
ろ
し
て
1

く
ろ
み
1

く
つ
ろ
げ
て
1

ひ
ろ
く
1

も
ろ
と
も
1

矢や

ご
ろ
1

射ゐ

こ
ろ
す
1

語
末
─
こ
ゝ
ろ
5

と
こ
ろ
4

【
路
】〔
9
〕

語
中
─
よ
ろ
こ
び
1

お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
1

語
末
─
こ
ゝ
ろ
4

こ
ろ
1

も
ろ
1

人
こ
ゝ
ろ
1

【
路
】
は
語
中
末
に
使
用
さ
れ
、【
ろ
】
と
使
用
位
置
が
変
わ
ら
な
い
。
用
例

の
う
ち
「
よ
ろ
こ
び
」「
こ
ゝ
ろ
」
は
【
ろ
】
で
も
書
か
れ
る
語
で
あ
り
、「
お

ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
」
は
は
じ
め
の
「
お
ど
ろ
」
は
【
ろ
】
で
書
き
、
二
回
目
の

「
お
ど
ろ
」
は
【
路
】
に
変
え
て
い
る
。

「
こ
ゝ
ろ
」
は
【
ろ
】
で
5
例
、【
路
】
で
4
例
書
か
れ
て
い
る
。【
ろ
】
で

書
か
れ
た
「
こ
ゝ
ろ
」
は
九
丁
オ
、
十
七
丁
ウ
、
十
九
丁
ウ
（
2
）、
廿
四
丁
オ
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（「
御
こ
ゝ
ろ
」）、【
路
】
で
書
か
れ
た
「
こ
ゝ
ろ
」
は
十
八
丁
オ
（「
人
こ
ゝ
ろ
」）、

廿
一
丁
オ
、
廿
二
丁
ウ
、
廿
三
丁
ウ
、
廿
五
丁
ウ
に
分
散
し
て
い
る
。
若
干

【
ろ
】
が
使
用
さ
れ
た
も
の
よ
り
【
路
】
で
書
か
れ
た
「
こ
ゝ
ろ
」
が
後
の
丁

に
分
布
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
部
の
頻
出
語
に
変
化
を
も
た
せ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。

6
─
3

最
後
に
、
八
犬
伝
の
み
の
字
体
を
み
て
み
る
。

〈
ネ
〉
で
【
祢
】
は
、【
ね
】
に
比
し
て
漢
字
に
近
い
字
体
で
あ
る
。【
ね
】

【
年
】
と
と
も
に
使
用
語
を
示
す
。

【
祢
】
助
動
詞
─
ね
5

【
ね
】
助
動
詞
─
ね
2

【
年
】
助
動
詞
─
ね
2

語
中
─
か
ね
て
1

測は
か
り

か
ね
て
1

回い
ら
へ答

か
ね
て
1

死し

ね
や
1

こ
の
よ
う
に
助
動
詞
の
「
ね
」
は
、【
祢
】
以
外
に
も
、【
ね
】【
年
】
で
書

か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。【
年
】
で
は
「
候
は
ね
ば
」「
候
は
ね
ど
も
」
の
み
に
使

用
さ
れ
る
。【
祢
】
は
【
ね
】
と
と
も
に
、「
あ
ら
ね
」（
4
例
）、「
憑た

の
も

し
か
ら

ね
」「
進ま

ゐ

ら
し
ね
」「
認み

と

め
ね
」
に
使
わ
れ
て
い
る
。

〈
ハ
〉
の
【
は
】
は
現
行
仮
名
字
体
に
近
い
字
体
で
あ
る
。
用
例
は
次
の
通

り
。廿

三
丁
オ
（
Ｌ
2
）
件く

だ
ん

の
事

［
こ
と
］【

八
】【
は
】
じ
め
よ
り
。

助
詞
ハ
の
直
後
に
語
頭
の
〈
ハ
〉
の
字
体
が
続
い
て
い
る
の
は
右
の
例
の
み

で
あ
り
、
通
常
よ
り
目
立
つ
字
体
を
用
い
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
は

じ
め
」
の
語
は
4
例
あ
り
、
他
の
3
例
は
【
者
】
で
書
か
れ
て
い
る
。

7

二
作
品
に
共
通
す
る
字
体
、
一
作
品
の
み
に
み
ら
れ
た
字
体
は
、
主
と
し
て

使
用
さ
れ
る
字
体
に
対
し
、
使
用
数
が
少
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
各

本
巻
之
一
全
体
の
仮
名
使
用
数
に
対
し
僅
か
な
場
合
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

二
作
品
に
共
通
し
た
字
体
は
、
各
本
に
よ
っ
て
使
用
割
合
が
若
干
異
な
る
字
体

が
あ
り
、
一
作
品
の
み
に
み
ら
れ
た
字
体
に
し
て
も
、
使
用
頻
度
は
個
別
的
で

あ
っ
た
。

二
作
品
に
み
ら
れ
た
字
体
に
つ
い
て
は
、【
し
2
】【
徒
】【
川
2
】【
満
1
】

な
ど
先
行
研
究
で
既
に
同
じ
よ
う
な
用
法
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
字
体
が
あ
り
、

読
本
で
も
同
様
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
語
の
特
定
の
位
置
に
使
用
さ
れ

る
字
体
と
み
ら
れ
る
も
の
（【
ほ
】【
み
】）
も
僅
か
だ
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
近

接
す
る
同
じ
語
、
頻
出
す
る
語
、
対
句
の
同
じ
語
の
字
体
を
変
え
る
た
め
に
、

二
作
品
に
共
通
す
る
字
体
、
一
作
品
の
み
に
み
ら
れ
た
字
体
が
使
用
さ
れ
る
傾

向
が
あ
り
、
多
く
の
字
体
は
そ
う
し
た
字
面
に
変
化
を
つ
け
る
た
め
の
装
飾
的

な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

一
作
品
の
み
に
み
ら
れ
た
字
体
は
、
大
き
め
だ
っ
た
り
、
画
数
が
多
く
複
雑

な
字
体
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
字
体
は
、
文
章
中
に
ま
れ
に
使
用
さ
れ
る
だ

け
で
も
、
存
在
感
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
使
用
意
図
が
窺
え
な
い
も
の
ば
か

り
で
あ
っ
た
が
、「
常
用
と
は
異
な
る
字
体
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
列
は
、

記
憶
に
残
り
や
す
く
、
読
み
手
が
そ
の
表
記
を
目
印
に
特
定
の
文
章
に
戻
り
や

す
い
、
と
い
う
索
引
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
察
し
た
が
、
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立
証
す
る
の
は
難
し
く
、
推
測
す
る
に
留
ま
る
。
し
か
し
、
音
声
や
語
だ
け
で

な
く
、
そ
の
本
の
文
章
全
体
に
お
い
て
、
目
立
つ
字
体
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を

持
つ
の
か
は
、
今
後
も
検
討
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

一
方
、
字
体
の
大
き
さ
を
利
用
し
て
、
行
末
に
中
途
半
端
な
空
間
が
で
き
な

い
よ
う
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。【
登
】
や
【
耳
1
】
は
月
氷

竒
縁
、
弓
張
月
に
行
末
を
埋
め
る
用
法
が
共
通
し
、
八
犬
伝
の
【
乃
】
が
行
末

に
み
ら
れ
る
の
も
同
様
か
と
考
え
ら
れ
る
。
弓
張
月
に
【
し
2
】
や
【
す
】
が

ス
ペ
ー
ス
を
省
略
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
か
と
み
ら
れ
る
例
も
み
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
行
末
の
処
理
の
理
由
と
し
て
、
匡
郭
で
囲
ま
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
行
末
に
余
白
が
で
き
る
こ
と
を
避
け
る
、
一
続
き
の
文
が
行
内
に
収
ま

る
よ
う
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
に
よ
る
使
わ
れ
方
は
、
本
に
よ
っ
て
は

美
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
と
、
共
通
す
る
場
合
も
あ
る
。

読
本
の
仮
名
字
体
の
使
用
に
関
し
て
は
、
装
飾
性
の
強
さ
や
、
行
末
で
は
字

体
の
選
択
が
意
識
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
が
窺
え
た
。
多
く
の
目
に
触
れ
る
出
版

物
と
し
て
の
表
記
の
分
か
り
や
す
さ
（
例
え
ば
、
行
末
の
処
理
）
と
、
読
本
に
相
応

し
い
表
記
の
選
択
（
例
え
ば
、
変
化
を
つ
け
る
用
字
）
が
、
仮
名
字
体
の
使
用
に
混
ざ

り
合
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

�（
本
稿
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
四
日
第
135
回
表
現
学
会
東
京
例
会
に

て
発
表
し
た
『
馬
琴
読
本
に
お
け
る
変
体
仮
名
の
運
用
法
』
の
内
容
を
、
字

体
の
種
類
を
中
心
に
、
用
例
を
で
き
る
限
り
示
し
て
分
析
す
る
主
旨
に
改
変

し
た
も
の
で
あ
る
。）

注
1�

市
地
（
二
〇
一
五
）
に
よ
り
、
読
本
に
は
草
双
紙
類
に
比
し
て
字
体
の
種
類
数
が

多
め
で
あ
る
ほ
か
、
同
じ
仮
名
の
字
体
が
複
数
使
用
さ
れ
て
い
て
も
用
法
が
本
に

よ
っ
て
異
な
っ
た
り
、【
連
】（
注
（
7
）
を
参
照
）
と
い
っ
た
草
双
紙
類
に
は
滅
多

に
使
用
さ
れ
な
い
字
体
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
り
と
、
総
じ
て
平
仮
名
字
体
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

2�

『
月
氷
竒
縁
』
は
国
文
学
研
究
資
料
館
『
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』

http://base1.nijl.ac.jp/infolib/m
eta_pub/K

T
GSearch.cgi

（
二
〇
一
五
年
十

一
月
三
十
日
参
照
）
で
は
享
和
三
年
版
が
あ
る
と
さ
れ
、
馬
琴
の
『
近
世
物
之
本
江

戸
作
者
部
類
』（
徳
田
武
校
注
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
Ｐ
212
で
は
「
印
行
の

年
」
が
文
化
元
年
と
な
っ
て
お
り
、
本
稿
で
調
査
資
料
と
し
て
用
い
た
版
の
奥
付
で

は
文
化
二
年
と
記
さ
れ
と
、
刊
行
年
に
揺
れ
が
あ
る
。
本
稿
で
は
調
査
資
料
の
刊
記

と
収
録
書
の
解
題
に
基
づ
き
、
文
化
二
年
の
刊
行
と
判
断
す
る
。
な
お
、
成
立
年
は

刊
記
と
諸
研
究
に
お
い
て
享
和
三
年
で
一
致
し
て
い
る
。『
椿
説
弓
張
月
』『
南
総
里

見
八
犬
伝
』
は
刊
記
と
諸
研
究
で
の
刊
行
年
に
食
い
違
い
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

3�

『
復
讐

小
説
月
氷
竒
縁
』
は
『
馬
琴
中
編
読
本
集
成

第
一
巻
』（
鈴
木
重
三
・
徳
田
武
編
、

汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）、『
椿
説
弓
張
月
前
篇
』
は
『
影
印
椿
説
弓
張
月
前
篇
』

（
板
坂
則
子
編
集
、
笠
間
書
院
、
一
九
九
六
年
）、『
南
総
里
見
八
犬
伝
肇
輯
』
は
（
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、http://dl.

ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2546338?tocO
pened=1

（
二
〇
一
五
年
十
一
月
三
十

日
参
照
））
を
資
料
と
し
た
。

4�

市
地
（
二
〇
一
三
）
に
お
い
て
、『
椿
説
弓
張
月
』
と
『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』
の
字

母
の
比
較
を
行
い
、
読
本
に
字
母
の
種
類
数
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

5�

市
地
（
二
〇
一
五
）
を
参
照
す
る
と
、
例
え
ば
、〈
ニ
〉
の
【
尓
1
】【
尓
2
】
の

使
用
数
を
み
る
と
、
月
氷
竒
縁
【
尓
1
】
39
【
尓
2
】
274
（
約
12
・
46
％
／
約
87
・

53
％
）、
弓
張
月
【
尓
1
】
315
【
尓
2
】
94
（
約
77
・
01
％
／
約
22
・
98
％
）、【
尓

1
】
301
【
尓
2
】
226
（
約
57
・
11
％
／
約
42
・
88
％
）
と
そ
れ
ぞ
れ
使
用
割
合
が
異

な
り
、
月
氷
竒
縁
で
は
自
立
語
・
付
属
語
（
助
詞
「
に
」
を
中
心
と
す
る
）
と
も
に

主
に
【
尓
2
】
が
用
い
ら
れ
る
が
、
弓
張
月
で
は
【
尓
2
】
は
自
立
語
に
使
用
さ
れ

る
一
方
で
【
尓
1
】
は
ほ
ぼ
付
属
語
専
用
で
あ
り
、
八
犬
伝
で
は
自
立
語
は
【
尓

2
】
で
の
み
書
か
れ
る
も
の
の
使
用
数
は
拮
抗
し
て
い
た
。

6�

本
稿
で
個
別
の
字
体
を
さ
す
際
は
、【

】
に
該
当
の
現
行
仮
名
字
体
、
あ
る
い
は
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そ
の
代
替
と
し
て
字
母
で
あ
る
漢
字
を
入
れ
て
示
す
〔
例
：【
あ
】【
阿
】〕。
ま
た
、

同
じ
字
母
で
書
き
順
や
画
数
の
異
な
る
字
体
が
あ
る
場
合
は
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を

振
っ
て
区
別
す
る
〔【
く
1
】【
く
2
】、【
可
1
】【
可
2
】〕。
ま
た
、
抽
象
的
な
単
位

と
し
て
仮
名
を
指
す
際
は
、〈

〉
に
該
当
す
る
仮
名
を
カ
タ
カ
ナ
で
入
れ
て
表
す
。

7�

【
し
1
】【
徒
】【
川
2
】【
満
1
】
は
、『
金
銀
先
生
再
寝
夢
』（
内
田
（
一
九
九
八

ａ
））、『
大
悲
千
禄
本
』（
久
保
田
（
二
〇
〇
二
））、
一
九
の
黄
表
紙
（
矢
野
（
一
九

九
〇
））、
赤
本
（
久
保
田
（
一
九
九
四
））、
合
巻
『
金
毘
羅
船
利
生
纜
』（
内
田
（
二

〇
〇
〇
））、
ま
た
、
滑
稽
本
『
浮
世
風
呂
』（
久
保
田
（
一
九
九
七
））
に
使
用
が
確

認
で
き
、
人
情
本
『
春
色
梅
兒
譽
美
』（
玉
村
（
一
九
九
四
））
に
も
【
徒
】【
満
1
】

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

8�

恋
川
春
町
の
洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』、
黄
表
紙
『
金
銀
先
生
再
寝
夢
』（
内
田

（
一
九
九
八
ａ
））『
無
益
委
記
』（
久
保
田
（
一
九
九
六
））
で
は
【
せ
2
】
が
使
用
数

の
上
で
優
勢
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』（
久
保
田
（
二
〇
〇

九
））、
滑
稽
本
『
浮
世
風
呂
』（
久
保
田
（
一
九
九
七
））、
一
九
の
黄
表
紙
類
（
矢
野

（
一
九
九
〇
））
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

9�

本
稿
で
は
、
崩
し
の
度
合
い
、
曲
折
・
転
折
に
よ
る
筆
の
運
び
を
「
書
形
」
と
呼

ぶ
。

10�

一
九
の
黄
表
紙
類
（
矢
野
（
一
九
九
〇
））
で
は
自
立
語
語
中
尾
お
よ
び
付
属
語
、

黄
表
紙
『
大
悲
千
禄
本
』（
久
保
田
（
二
〇
〇
二
））
で
は
自
立
語
の
語
末
、
黄
表
紙

『
金
銀
先
生
再
寝
夢
』、
洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』（
内
田
（
一
九
九
八
ａ
））
に
て
非

語
頭
、
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』（
久
保
田
（
二
〇
〇
九
））
に
お
い
て
語
末
か
つ

行
末
の
箇
所
、『
浮
世
風
呂
』（
久
保
田
（
一
九
九
七
））
で
は
語
中
尾
の
使
用
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

11�

久
保
田
（
一
九
九
七
）
Ｐ
82
～
83
に
お
い
て
、
行
末
に
書
き
入
れ
る
余
地
の
少
な

い
箇
所
に
書
け
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

12�

洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』、
黄
表
紙
『
金
銀
先
生
再
寝
夢
』（
内
田
（
一
九
九
八

ａ
））
で
非
語
頭
、
人
情
本
『
春
色
梅
兒
譽
美
』（
玉
村
（
一
九
九
四
））
で
は
【
川

1
】
と
と
も
に
、
促
音
に
使
用
さ
れ
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

13�

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）、
久
保
田
（
一
九
九
七
）（
二
〇
〇
九
）
に
て
語
頭
へ
の
使

用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

14�

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）、
久
保
田
（
一
九
九
五
ｂ
）（
一
九
九
六
）（
一
九
九
七
）

（
二
〇
〇
九
）、
玉
村
（
一
九
九
四
）
を
参
照
。

15�

前
田
（
一
九
七
一
）
に
て
『
雨
月
物
語
』
の
平
仮
名
字
母
の
使
用
割
合
が
示
さ
れ

て
い
る
。

16�

仮
名
に
定
規
を
当
て
て
測
っ
た
。
本
稿
で
は
月
氷
竒
縁
と
弓
張
月
の
調
査
資
料
に

影
印
本
を
用
い
て
お
り
、
編
集
に
よ
り
縮
小
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
計
測

し
た
長
さ
は
あ
く
ま
で
参
考
で
あ
る
。
以
降
、
字
体
の
長
さ
を
計
測
し
た
場
合
に
す

べ
て
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

17�

植
（
一
九
七
九
）
に
定
家
の
写
本
の
用
字
に
つ
い
て
「
行
頭
に
ど
っ
し
り
し
て
安

定
感
の
あ
る
華
や
か
な
字
体
が
使
用
さ
れ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

18�

浜
田
（
一
九
七
九
）
Ｐ
9

19�

『
金
毘
羅
船
利
生
纜
』
自
筆
稿
本
（
内
田
（
二
〇
〇
〇
））、『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

自
筆
稿
本
（
大
島
（
二
〇
〇
〇
））、
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
馬
琴
が
好
ん

で
使
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

20�

恋
川
春
町
の
洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』（
内
田
（
一
九
九
八
ａ
））
で
は
4
例
み
ら
れ
、

語
尾
・
文
節
末
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

21�

仮
名
草
子
整
版
本
『
因
果
物
語
』『
東
海
道
名
所
記
』（
久
保
田
（
一
九
九
四
）（
一

九
九
五
ａ
））
に
用
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

22�

【
堂
】
は
『
可
笑
記
』『
因
果
物
語
』『
東
海
道
名
所
記
』（
久
保
田
（
一
九
九
四
））、

洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』（
久
保
田
（
二
〇
〇
九
））
に
お
い
て
、
語
頭
に
使
用
さ

れ
る
と
指
摘
が
あ
る
。

23�

な
お
、
こ
う
し
た
変
化
を
つ
け
る
用
法
は
、
久
保
田
（
一
九
九
四
）
に
お
い
て
仮

名
草
子
に
【
堂
】
が
使
用
さ
れ
る
際
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

24�

『
可
笑
記
』『
東
海
道
名
所
記
』（
久
保
田
（
一
九
九
四
））、
人
情
本
『
春
色
梅
兒
譽

美
』
の
短
歌
（
玉
村
（
一
九
九
四
））
に
使
用
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

25�
『
因
果
物
語
』『
東
海
道
名
所
記
』（
久
保
田
（
一
九
九
四
））
に
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
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参
考
文
献

市
地
英
（�
二
〇
一
三
）「
馬
琴
小
説
の
平
仮
名
字
母
の
研
究
─
読
本
と
合
巻
の
比
較
─
」

『
成
蹊
國
文
』
四
六
号

市
地
英
（�
二
〇
一
五
）「
馬
琴
読
本
の
平
仮
名
字
体
─
『
月
氷
竒
縁
』『
椿
説
弓
張
月
』

『
南
総
里
見
八
犬
伝
─
』
を
資
料
に
─
」『
成
蹊
國
文
』
四
八
号

内
田
宗
一�

（
一
九
九
八
ａ
）「
黄
表
紙
・
洒
落
本
の
仮
名
字
体
─
恋
川
春
町
自
筆
板
下
本

に
つ
い
て
の
比
較
考
察
─
」『
国
語
文
字
史
の
研
究
四
』
和
泉
書
院

内
田
宗
一�

（
一
九
九
八
ｂ
）「『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
の
仮
名
字
体
─
作
者
自
筆
校
本
と
板
本

の
比
較
考
察
─
」『
待
兼
山
論
叢
』
三
二
号

内
田
宗
一�

（
二
〇
〇
〇
）「
馬
琴
作
合
巻
『
金
毘
羅
船
利
生
纜
』
の
仮
名
字
体
─
筆
耕
に

よ
る
表
記
の
改
変
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
国
語
文
字
史
の
研
究
五
』
和
泉
書
院

大
島
悦
子�

（
二
〇
〇
〇
）「
曲
亭
馬
琴
の
文
字
意
識

─
自
筆
資
料
の
仮
名
字
体
に
つ
い

て

─
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
十
号

久
保
田
篤�

（
一
九
九
四
）「
仮
名
草
子
製
版
本
に
お
け
る
仮
名
の
用
法
（
上
）」『
茨
城
大

学
人
文
学
部
紀
要
（
人
文
学
科
論
集
）』
二
七
号

久
保
田
篤�

（
一
九
九
五
ａ
）「
仮
名
草
子
製
版
本
に
お
け
る
仮
名
の
用
法
（
下
）」『
茨
城

大
学
人
文
学
部
紀
要
（
人
文
学
科
論
集
）』
二
八
号

久
保
田
篤�

（
一
九
九
五
ｂ
）「
草
双
紙
の
用
字
法
─
赤
本
の
仮
名
字
体
の
用
法
を
中
心
に

─
」『
国
語
学
論
集
：
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
』
汲
古
書
院

久
保
田
篤�

（
一
九
九
六
）「
恋
川
春
町
『
無
益
委
記
』
の
表
記
─
平
仮
名
の
字
体
に
つ
い

て
─
」『
茨
城
大
学
文
学
部
紀
要
（
人
文
学
科
論
集
）』
二
九
号

久
保
田
篤
（
一
九
九
七
）「『
浮
世
風
呂
』
の
平
仮
名
の
用
字
法
」『
成
蹊
國
分
』
三
〇
号

久
保
田
篤�

（
一
九
九
八
）「『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
の
文
字
の
用
法
に
つ
い
て
」『
東
京
大

学
国
語
研
究
室
創
設
百
周
年
記
念
国
語
研
究
論
集
』
汲
古
書
院

久
保
田
篤�

（
二
〇
〇
二
）「
江
戸
時
代
後
期
の
平
仮
名
・
片
仮
名
に
つ
い
て
」『
日
本
語
の

文
字
・
表
記
─
研
究
報
告
論
集
─
』
国
立
国
語
学
研
究
所

久
保
田
篤�

（
二
〇
〇
九
）「
江
戸
板
本
の
表
記
の
多
様
性
─
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』

の
場
合
─
」『
成
蹊
國
文
』
四
二
号

坂
梨
隆
三�

（
一
九
七
九
）「
曾
根
崎
心
中
の
「
は
」
と
「
わ
」
─
そ
の
仮
名
遣
と
仮
名
の

字
体
に
つ
い
て
─
」『
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
（
人
文
学
科
論
集
）』
一
二

号

佐
藤
麻
衣�

子
（
二
〇
〇
九
）「
享
保
期
浄
瑠
璃
本
の
仮
名
文
字
遣
い
─
『
出
世
握
虎
稚
物

語
』
に
お
け
る
「
り
」「
し
」「
じ
」
の
調
査
か
ら
─
」『
国
文
目
白
』
四
六
号

玉
村
禎
郎�

（
一
九
九
四
）「『
春
色
梅
兒
譽
』
に
お
け
る
仮
名
の
用
字
法
」『
国
語
文
字
史

の
研
究
二
』
前
田
富
祺
・
国
語
文
字
史
研
究
会
編
、
和
泉
書
院

野
口
義
廣�

（
一
九
七
三
）「
浄
瑠
璃
丸
本
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て
─
平
仮
名
字
体
に
つ
い
て

─
」『
文
獻
探
究
』
十
二
号

浜
田
啓
介�

（
一
九
七
九
）「
板
行
の
仮
名
字
体
─
そ
の
収
斂
的
傾
向
に
つ
い
て
─
」『
国
語

学
』
第
一
一
八
号

前
田
富
祺�

（
一
九
七
一
）「
仮
名
文
に
お
け
る
文
字
使
用
に
つ
い
て
─
変
体
仮
名
と
漢
字

使
用
の
実
態
─
」『
東
北
大
学

教
養
部
紀
要
』
第
一
四
号

三
原
裕
子�

（
一
九
九
八
）「
江
戸
後
期
咄
本
に
お
け
る
仮
名
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
文

学
研
究
』
第
一
二
六
集

矢
田
勉
（�

一
九
九
六
）「
異
体
が
な
使
い
分
け
の
衰
退
─
ト
の
仮
名
の
場
合
」『
国
語
学

論
集
（
山
口
明
穂
教
授
還
暦
記
念
）』
明
治
書
院

矢
野
準
（�

一
九
九
〇
）「
一
九
の
文
字
生
活
─
蔦
屋
黄
表
紙
五
種
の
仮
名
表
記
の
実
態
を

中
心
に
─
」『
近
代
語
研
究

第
八
集

吉
田
澄
夫
博
士
追
悼
論
文
集
』
武
蔵

野
書
院

矢
野
準
（�

一
九
九
二
）「
一
九
自
画
作
黄
表
紙
の
文
字
遣
い
：
榎
本
版
四
種
を
中
心
に
」

『
国
語
国
文
研
究
と
教
育
』
二
七
号

（
い
ち
じ
・
え
い

平
成
二
十
五
年
博
士
前
期
課
程
修
了
）






